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令和８年９月１７日宣告  

令和８年（う）第４５５号  

判        決         

 上記の者に対する公衆に著しく迷惑をかける暴力的不良行為等の防止に関する条

例（昭和３８年兵庫県条例第６６号）違反被告事件（以下「本件被告事件」とい

う。）について、次のとおり判決する。 

             主        文 

       原判決を破棄する。 

       本件を神戸地方裁判所に差し戻す。 

             理        由 

本件控訴の趣意は、弁護人作成の控訴趣意書に記載されたとおりであるから、こ

れを引用し、これに対し、当裁判所は、次のとおり判断する。 

原審記録を調査すると、豊岡簡易裁判所裁判官は、令和６年１２月６日被告人に

対する本件被告事件について略式命令を発し、これに対し被告人が同月２０日正式

裁判の請求をしたこと、令和７年１月２１日本件被告事件を刑訴法３３２条により

神戸地方裁判所豊岡支部に移送する旨の決定がなされ、その後、略式命令を発した

裁判官と同一の裁判官が、同支部裁判官として、本件被告事件の正式裁判について、

原審第１回公判期日（同年３月１８日）から同第７回公判期日（令和８年３月１０

日）まで公判審理を担当し、同第８回公判期日（同月２４日）において原判決の言

渡しをしたことが明らかである。しかしながら、原判決をした裁判官については、

本件被告事件について略式命令に関与したという、刑訴法２０条７号本文の定める

除斥原因があり、刑訴法２０条により本件被告事件の正式裁判についての職務の執

行から除斥されることは明らかである。そうすると、本件被告事件について、「法

令により判決に関与することができない裁判官が判決に関与したこと」（刑訴法３

７７条２号）は明らかである。論旨は理由があり、原判決は破棄を免れない。 

よって、刑訴法３９７条１項、３７７条２号により原判決を破棄し、刑訴法４０
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０条本文により本件を原裁判所である神戸地方裁判所に差し戻すこととして、主文

のとおり判決する。 
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